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中学生以上・一般 (女性)向け/DVD 約 19分

ドメスティッタ0バイオレンスわら身密守る方法
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被害者の多くが女性である(DV(ドメスティック|バイオレンス)と、スト■力■。その被害件数は、どちらも年々 、増加傾向

にあり.ま丸これらの事案は(被害者が声をあげるのをためらうているうち、次第にエスカレートして、被害者に対する傷害、

殺人などめ凶悪犯罪に発展する恐れがありま魂また被害者は、被害を受けたときに誰に相談したらよいのか、どう対処し

たらよいのかわからないまま、苦しみ、悩むという現実がありま曳 ‐                  |
この作品では、Dvとストニカ‐の被害を取り上↓六その実態とt実際に被害に遭ってしまったとき、被害者自身に何がで

きるのか、警察や専門機関などからどのよtうな支援や保護を受けられるのかを詳しく紹介していま曳    ‐
現在被害を受けている人、将来被害を被るかもしれない人に向けて、問題解決のためのヒントを提供する内容となって
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■増え続けるDV
家庭の中で、夫や恋人から振るわれる暴力、「ドメスティック・

バイオレンス」(略してDV)が年々深刻化している。
■ DVの実態
実際に起きた D∨ 犯罪と、内閣府の調査によるDV被 害の
統計を示し、夫から暴力を受けている妻は少数ではないこと

を説明する。
■配偶者暴力防止法とは

配偶者が被害者に振るう様々な暴力を防止し、被害者を保護

するために制定された「配偶者暴力防止法」。法律で定める
「暴力」とはどのようなものなのか、具体的に解説する。
■ DVが起こる背景
なぜ夫から妻への暴力がまん延するのか。それは加害者にと
つて、相手を強い手段で押さえつけて従わせることが、無意識
にライフスタイルとして定着してしまつているところにある。
また、被害者は暴力により、ケガだけでなく、精神的に深刻な
ダメージを受けることもある。また、DVが起こる家庭にいる
子どもにも、心身に様々な悪影響があらわれる。
■逃げ出せないのはなぜ?

加害者には、「暴力爆発期」「ハネムーン期」「緊張蓄積期」と
いつたサイクルがある。こうしたサイクルが、被害者に逃げる

■多様化するストーキング
現在、ストーカーの手回は多様化している。最近では、インタ
ーネットの電子メールや、無料通信アプリを使つて、脅迫メッ
セージが送られてくるといつた被害が深刻である。
■深刻化するストーキング事件
実際に起きたストーカー殺人や、2014年 に全国の警察が把
握したストーカー被害の統計を示し、その被害が年々深亥」化
していることを説明する。
■ストーカー規制法
ストーカー被害から被害者を守るため、2000年 に制定され
た「ストーカー規制法」。2013年 に一部改正された内容にも
ふれる。
■つきまとい行為とは?
「ストーカー規制法」では、つきまとい等の 8つの行為を警
告。禁止し、反復継続した場合は、ストーカー行為として処罰
の対象にしている。その 8つの行為について解説する。
■ストーカー加害者の特徴
ストーカー行為を繰り返す人物にはどのような特徴があるの
か、専門家から詳しく解説してもらう。
■ストーカーヘの対応
ストーカー被害に遭つた場合、被害の危険度がどの程度かを
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機会と気力を徐々にうばつていく。また、妻の社会的立場の弱
さや、偏つた社会通念が、暴力から逃げ出せない原因になつ

ていることを強く訴える。
■ DVの対応・対策
「配偶者暴力防止法」では、「通報」「本目談」「一時保護」「自立

支援」「保護命令」を定めている。その具体的な内容を解説す
る。また、警察や専門機関の役害」と、実際に通報。相談したと

きにどのような対応や支援を行つてくれるのか、わかりやすく

説明する。
■デートDVの実態・対応と対策
最近、急増している20代の恋人同士のトラブルーー「デート
DV」。その被害の実態を詳しく説明する。また、被害を受け
ていると感じたときに有効な相談窓口や専門機関を紹介し、
一人で悩まずに相談することの大切さを訴えかける。

ライブラリーイ面オ各      ¥65′000+税
学校価格 (中学校・高校のみ)¥33′ 000+税

見分けることが重要である。危険度とは、「リスク (可能性 )」
「デインジャー (危険性 )」「ポイズン (有毒性 )」 の三段階に分
けられる。その 3つの危険度について分かりやすく解説し、
各段階に適した手立てと注意点を明示していく。
■自分でできること
被害者自身ができることとして、外出時。在宅時にすべきこと
や注意点を具体的に示す。また、警察に相談する際に証拠に
なるものは、すべて保存しておくことも重要である。
■警察や専門機関がしてくれること
警察では、被害者の状況と申し出に応じて、様々な対応を行
つている。その内容を詳しく説明する。また、専門家の話を挿
入しながら、警察に相談する際のポイントや、ストーカー被害
に遭つた場合の相談機関 (「婦人相談所」「女性センター」「自
治体の相談窓口」)や専Fi機関を紹介する。

ライブラリーイ面格      ¥65′ 000+税
学校価格 (中学校。高校のみ)¥33′ 000+税

見過ごしてしまう|た危‐険ストTヵ―対策のポイント
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